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研究成果の概要（和文）：ファノ型多様体の研究として、この研究費の期間中に、反標準環を用いた特徴付け(Paolo C
asciniとの共同研究)、標数11以上の大域的F-正則三様体とよばれるファノ型多様体のF特異点論的対応物の有理鎖連結
性(Zhiyuan Li, Zsolt Patakfalvi, Karl Schwede, Hiromu Tanaka, Hong R. Zongとの共同研究), 曲面の場合の大域
的F分解型多様体の対数的カラビ・ヤウ性 (Shunsuke Tkagiとの共同研究)、曲面のF正則性の標数の一様有界性(Paolo 
Cascini, Karl Schwedeとの共同研究)の結果を得た。

研究成果の概要（英文）：In our studies of varieties of Fano type, during the term when I received this gra
nt, I obtains the following results: characterization vis anti-canonical ring (joint work with Paolo Casci
ni), rational chain connectedness of globally F-regular threefold, which is theF-singularity theoretical  
object corresponding to  Fano type variety in  characteristics lager than and equal 11 (joint work with Zh
iyuan Li, Zsolt Patakfalvi, Karl Schwede, Hiromu Tanaka, Hong R. Zong), log Calabi--Yau-ness of surface of
 globally F-split type(joint work with Shusuke Takagi), and uniform bounds about characteristis for strong
ly F-regular surfaces (joint work with Paolo Cascini, Karl Schwede).  

研究分野：

科研費の分科・細目：

数物系科学

キーワード： 対数的ファノ多様体　大域的F正則多様体　正標数上のMMP

代数学
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１．研究開始当初の背景 
極小モデル理論の双有理分類論の結果、森フ
ァイバー空間と呼ばれる構造をもつ代数多
様体が重要であることがわかる。森ファイバ
ー空間の幾何学において、ファノ多様体と呼
ばれる多様体は中心的な役割を果たしてい
る。このファノ多様体の変種としてファノ型
多様体という代数多様体が存在する。ここで、
私はこのファノ型多様体が双有理分類論に
おいてどのような立ち位置にいるのかを明
らかにしていく。 
２．研究の目的 
特に, 有理連結多様体、ファノ型多様体、大
域的 F正則多様体の関係について調べる. 具
体的には次の 2つの問題に取り組む: 
(1) 大域的 F正則型多様体はファノ型か? 
(2)任意の有理連結多様体はファノ型多様体
に双有理同値か? 
 
３．研究の方法 
大域的 F-正則多様体の幾何学的性質調べる
ことによ Fano 型多様体への距離を確認する。
特に反標準因子に着目して研究する。 
 
４．研究成果 
(1)の研究の関連について、反標準環を用い
た特徴付け(Paolo Cascini との共同研究)、
標数 11 以上の大域的 F-正則三様体とよばれ
るファノ型多様体のF特異点論的対応物の有
理鎖連結性(Zhiyuan Li, Zsolt Patakfalvi, 
Karl Schwede, Hiromu Tanaka, Hong R. Zong
との共同研究), 曲面の場合の大域的 F 分解
型多様体の対数的カラビ・ヤウ性 (Shunsuke 
Takagi との共同研究)、曲面の F 正則性の標
数 の 一 様 有 界 性 (Paolo Cascini, Karl 
Schwede との共同研究)の結果を得た。 
 
(2)の問題について否定的に解決するアイデ
アは得たがその厳密な証明を与えるにはい
たらなかった。 
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